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Abstract & Introduction

- 統計量を扱ううえでの注意喚起
- protoplanetary disk の年齢は planet formation process を決めるうえで重要
  - NIR や MIR では disk は optically thick なので disk mass の減衰を調べられない
  - 若い天体の年齢を個別に求めるのは難しい (~1-5 Myr の誤差がついて回る)
- 星団内で disk が受かっている天体の割合 (disk fraction) と星団の年齢で議論することが多い
- disk fraction の減衰タイムスケールの意味は何か？(disk mass function の影響を調べた)

①一般的な場合

nominal な disk mass function の形状を仮定して計算すると
"一般に" disk fraction の減衰は disk 質量そのものの減衰よりも遅い
disk fraction の減衰 timescale は disk 散逸の timescale より常に長く出る

最も一般的な仮定で disk fraction の
減衰と disk 質量の減衰を比較

簡単な仮定を置いて観測をモデル化

σとμは観測的に決まっている量を採用する

ζ > 0 として単調減少を仮定

Z(m) は m の単調増加関数になる

時刻 t のある disk の質量は初期質量と時間 t のみに依存

disk が観測的にうかるかどうかは disk 質量だけで決められる

※ erfc は complementary error function

②指数的減衰を仮定
観測で得られた disk fraction を

再現するようなパラメタを計算してみる

単純に exponential fit すると disk fraction は 2.5Myr 程度で減衰 (Mamajek, 2009)
disk mass function の影響を考慮すると disk 質量は 1Myr 程度で減衰している可能性


